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シノドスハンドブック

主任司祭 太田 実

教皇フランシスコが開催した世界代表司教会議第16回通常総会は、2021年10月に開催

され、2024年10月末まで続く長い会議になっています。

一宮教会では2021年の宣教司牧評議会でシノドスについて共に話し合いをしました。

2024年7月に日本カトリック司教協議会シノドス特別チームは『シノドスハンドブック』という

冊子を発行しました。

9月の月集の時に各教会に2部ずつ配布されましたが、この冊子は中央協議会のホーム

ページからPDFでダウンロードすることができます。

シノドスは世界代表司教会議という名称から分かるように、司教たちが教会の課題につい

て話し合う「教会会議」です。公会議も教会会議に含まれます。

今回のシノドスでは「シノダリティ」という言葉が使われています。シノドスはギリシャ語で

「ともに」という言葉と「道」という言葉が合成されたもので、「ともに歩む」教会の姿を示してい

ます。

2024年10月にローマでシノドス総会第二会期が開催され、その終了を持って第16回通

常総会は閉会します。閉会後、2025年教皇は全世界に向けて使徒的勧告を発表する予定

です。

2025年は第二バチカン公会議閉幕60周年に当たります。

今回のシノドスは、「シノダリティについてのシノドス」と言われます。何かを討議して、決

定し、通告するというのではなく、信徒、修道者、助祭、司祭、司教が集まり、「ともに歩む」

教会を作るよう努力することが求められています。

『シノドスハンドブック』のQ＆Aの最後の、日本のカトリック教会は「シノダリティ」のために

何をするのでしょうかという問いの答えをご紹介します。

救いはもう「すでに」到来していますが、しかし「まだ」完成していません。教会は救いの完

成に向けて歩むのです。この考え方に従えば、すでに日本のカトリック教会は「ともに歩む」

教会となっています。



もう「すでに」、わたしたちの教会は1980年頃から、言葉の違う人々、文化の違う人々と

歩む教会を目指してきました。また、社会の中で置き去りにされている人々に寄り添う教

会となりました。しかし「まだ」完全ではありません。

そこで、より「ともに歩む」教会となっていくためには欠かせないものがあります。①立場

の異なる人を尊重し、ともに共同体を作る。②ともに祈り、祈りを分かち合う。そして分かち

合ったものをともに聞く。③神が望んでおられることにともに気づく。この三つです。

シノダリティをよく表し、それを生きるために、「霊における会話」という方法が有効であ

るという事実を、第一会期を通じて知りました。

そのため、日本のカトリック教会は、この「霊における会話」を多くの方々に体験してもら

いたいと考えています。

一宮教会でも、「ともに歩む」教会を目指してさまざまな試みがなされています。その歩

みが続くことを願っています。

シノドスのための祈り
Adsumus Sancte Spiritus

（聖霊よ、わたしたちはあなたの前に立っています）
聖霊よ、わたしたちはあなたの前に立ち、
あなたのみ名によって集います。

わたしたちのもとに来て、とどまり、
一人ひとりの心にお住まいください。
わたしたちに進むべき道を教え、

どのように歩めばよいか示してください。
弱く、罪深いわたしたちが、

一致を乱さないよう支えてください。
無知によって誤った道に引き込まれず、
偏見に惑わされないよう導いてください。

あなたのうちに一致を見いだすことができますように。
わたしたちが永遠のいのちへの旅を続け、

真理と正義の道を迷わずに歩むことができますように。
このすべてを、

いつどこにおいても働いておられるあなたに願います。
御父と御子の交わりの中で、世々とこしえに。

アーメン。

『シノドスハンドブック』ダウンロード先：

https://www.cbcj.catholic.jp/wp-

content/uploads/2024/08/synod_handbook.pdf

https://www.cbcj.catholic.jp/wp-content/uploads/2024/08/synod_handbook.pdf
https://www.cbcj.catholic.jp/wp-content/uploads/2024/08/synod_handbook.pdf


補修積立金のお願い

一宮教会の老朽化に伴う高額な補修のため、補修立献金を行っています。毎月第1日曜日に

献金袋を配布しますのでご協力をお願いします。

◆現在の積立額（2024年9月20日現在）

￥2,202,450

ご協力ありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。

敬老祝福式

9月15日（日）10時のミサで敬老祝福式が行われました。神父様から祝福を受け、75歳の方

には記念品と松浦司教からのお祝いカードが贈られました。

ミサ後は1階ホールで開かれているi-caféでお茶を飲みながら歓談したり、皆で歌を歌ったり

して楽しい時間を過ごしました。

いつまでもお元気で

のと支援バザーのお知らせ

女性部代表 須藤 喜美

日時 10月13日（日）9：00～ / 11：00～

場所 一宮教会1階ホール

物品販売（手作り食品の販売はありません）

※バザーで販売する物品の提供をお願いしています。

・衣類 ・物品（60cm以内のもの） ・野菜

・食品（保存のきくもの ： レトルト食品・乾麺・缶詰・調味料等）

1階ホールの倉庫に入れて下さい。皆様のご協力をよろしくお願いします。



10月5日(土)18:30
ミカエル鴨川安二郎、パウロ鴨川明人、マリア鴨川昭子の永遠の
安息のため

10月6日(日)8:00

ペトロ峯下清一、マリア峯下ヨシノ、マリア岩間フサエ、マリア
マグダレ
ナ森ミスエ、ペトロ峯下楽光、マリア峯下キサ子の永遠の安息の
ため

ペトロ西上初太郎、カタリナ西上シヲの永遠の安息のため

ドミニコ田中明人、バルトロメオ田中文弥の永遠の安息のため

ヨゼフ山口豊の永遠の安息のため

永尾家先祖、西津家先祖の永遠の安息のため

ヨハネ大村忠光の永遠の安息のため

10月17日(木)7:00 マリア池田サダ、ステファノ池田誠一、マリア池田葉子、
テレジア池田敏子の永遠の安息のため

10月20日(日)8:00

ジュリア夫津木スガの永遠の安息のため

ヨゼフ河野末喜の永遠の安息のため

10月27日(日）8:00

ルチア笠浦晶子の永遠の安息のため

テレジア シスター奥浦ヤス、マリア シスター道脇ミサ子の
永遠の安息のため

2024年10月のミサの意向（9月25日までの申し込み分）

カトリック一宮教会

公式ホームページもぜひご活用ください。
公式ラインの
登録はこちらから

印刷版に掲載しています。
教会入口スタンドにあります。
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